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鬼怒川の河川敷に、サルビアとひまわり畑を

　５月 15 日、鬼怒川の河川敷で、
サルビアの苗植えとひまわりの種
まきが行われました。
　これは鬼怒川の周辺環境を美
化しようと「鬼怒川を愛する会」
（中

なかざわ

澤清
せいいち

一会長）が行う取り組み

で、今年で４回目。
　同会員のほか、川島子ども会や
日本ハム等の団体もボランティアで
協力し、約 100 人が参加しました。
　今回は初めての試みとして、サ
ルビア 5,000 本だけでなく、隣の
畑にひまわりの種がまかれました。
　うまく成長す
ると、約 4,000㎡
の畑に赤と黄色
の鮮やかな共演
が楽しめるとい
うことです。

　５月 10 日、春の交通安全運動運
動期間に合わせ、筑西警察署（原

はらだ

田
哲
てつや

也署長）と真岡警察署（五
ご み ぶ ち

味渕 晃
あきら

署長）が合同で交通安全キャンペー
ンを道の駅 ｢二宮｣ で行いました。
　筑西市と真岡市は、国道 294 号線
で直結し、両署管内では車同士の衝
突などの事故も多く、同キャンペー
ンは、筑西署の申し入れで今年初め
て実現されました。
　原田署長は ｢今後も連携・協力し、
交通事故の防止や犯罪の抑制を強化
していきたい｣ と話していました。

筑西＆真岡警察署が合
同キャンペーンを開催

　４月 28 日、関城中学校（海
え び は ら

老原
覚
さとる

校長）の２年生 140 人が校外で
の活動を通じてお互いを知り、理解
することを目的に、里山「五郎助山」
で薪割りや清掃活動を行いました。
　生徒たちは、「里山を守る会」
（中

なかがわ

川行
ゆ き お

夫会長）の指導のもとネイ
チャーゲームなどにも挑戦。里山の
自然の中、季節感を味わいました。
　その後、里山周辺の清掃では、『来
たときよりも美しく』を合い言葉に
生徒たちはごみを拾いも行ないまし
た。

　４月 21 日、茨城県寿司商組合下
館支部（横

よこ た

田博
ひろゆき

之支部長）がことぶ
き荘老人ホームを訪れ、入所者に海
鮮丼を振る舞いました。
　この慰問は、同組合が 30 年以上
続けている活動で、横田支部長は「入
所者のみなさんに笑顔で食べていた
だいてうれしい」と話していました。
　上質な海鮮丼に舌鼓を打った入所
者のみなさんは、「毎年楽しみ。とっ
てもおいしいです」と笑顔で感想を
話していました。

里山で清掃ボランティ
ア活動　〜関城中学校

ことぶき荘で寿司慰問
が行われました

５月／６（金）・９（月）・10（火）・11（水）
　　  12（木）・13（金）・16（月）・20（金）
　　  23（月）・27（金）・30（月）・31（火）

6月／ 1（水）・   3（金）・   6（月）・10（金）
　　  13（月）・17（金）・20（月）・24（金）
　　  30（木）

6/19  （日）月例オープン大会
6/25　（土）隠しホール大会

 
6
11／

６月 16 日（木）水無月杯　セルフ 11,000 円
６月 29 日（水）あじさいレディース杯 セルフ 11,500 円

１組 10,000 円でご用意いたします。

７
16

７
23

８
６／／6/  7  （木）ホールインワン

　　　　　チャレンジ大会
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。

　今年度は継続して月に１度開
催する「朝市」を企画、準備中
です。被災地「茨城」のために
中期的に出来る活動を！とプロ
ジェクトに参加しています。

特定非営利活動法人 地域創造館

　同友クラブでは今年50周年を
迎えるにあたり、いくつかのイベ
ントを企画しています。これらの
主催イベントでのリストバンドの
販売や、会員店舗、事務所など
に置いてもらって来店したお客様
などに輪を広げていきたいと思い
ます。今後も積極的に参加して
行きたいと考えています。

同友クラブ

　今回の震災では青年会議所活
動で培った行動力を活かし、県
内被災地へ支援物資を届けた
り、避難所でのボランティア活
動を行いました。中期的な支援
活動を行う為にこのプロジェク
トに参加しています。

下館ＪＣシニアクラブ

　震災後は予定していた活動を
全て中止し、北茨城市への物資
輸送の支援とボランティア活動
を行いました。
　また、市内のスーパー前での
募金活動を行い、市民の善意と
下館ＪＣからの義援金あわせて
170万円を県へ、また、筑西市
に10万円の寄付をしました。
ご協力いただいた市民の皆様に
感謝申し上げます。

社団法人 下館青年会議所

下館商工会議所青年部

　中原会長のスローガンは「今
ここで動かずにいつ動く」。我々
一人ひとりがまさに今、行動す
るときです。各地に支援物資を
届ける度に、甚大な被害に長期
的な支援の必要性を肌で感じま
す。愛する茨城を確実に支援で
きる筑西発のプロジェクトに全
力で協力致します。

　" 茨城はらんべプロジェクト”には、陸上競歩で活躍する
川﨑真裕美さん ( 下館二高卒 ) や筑西出身のお笑い芸人グ
ラップラーたかしさんをはじめ県内出身の著名人も賛同し
応援しています。
・磯山 さやかさん （アイドル、鉾田市） 
・大塚 利恵さん （シンガーソングライター、北茨城市）
・鈴木 桂治さん （柔道金メダリスト、常総市）
・塚田 真希さん （柔道金メダリスト、下妻市）
・羽田 美智子さん （女優、常総市）  
・福見 友子さん （柔道、土浦市）
・柳生 博さん （俳優、阿見町）  
・渡辺 徹さん （俳優・タレント、古河市）

広がる支援の輪

　スワヒリ語で「みんなで助け合う・
みんなで支え合う・みんなで築き上げ
る」という意味を持つ言葉です。素敵
な言葉だと思いませんか？

ハランベ (HARAMBEE) とは…

５月 17日、茨城はらんべプロジェクトのPR活動のため
筑西市役所を訪れたプロジェクトのメンバーのみなさん

茨城はらんべプロジェクト事務局　☎２５−０２９２問い合わせ
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6月／ 1（水）・   3（金）・   6（月）・10（金）
　　  13（月）・17（金）・20（月）・24（金）
　　  30（木）

6/19  （日）月例オープン大会
6/25　（土）隠しホール大会
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６月 16 日（木）水無月杯　セルフ 11,000 円
６月 29 日（水）あじさいレディース杯 セルフ 11,500 円

１組 10,000 円でご用意いたします。
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